
バージョン9.4の新機能 

新バージョンはSIMetrixまたはSIMetrix/SIMPLISの保守契約の⼀部として提供されてい

ます。保守契約をお持ちの方は、プログラムの Help | Check for Update.. | Check Update Now 

のチェックボックスにチェックをいれると、Ver9.40のユーザー名とパスワードが入手できます。 

最新バージョンをダウンロードしてください 

営業に連絡 

SIMetrix/SIMPLIS Elementsを試してみてください 

Pythonプログラミング⾔語との統合

詳細情報: 

https://www.simetrix.co.uk/downloads/
https://www.simetrix.co.uk/sales.html
https://www.simetrix.co.uk/downloads/download-elements.html
https://www.simetrix.co.uk/index.html
https://help.simetrix.co.uk/9.4/python
https://help.simetrix.co.uk/9.4/python


SIMPLIS シミュレーターの新機能 

POP以前の過渡解析 

オプションで、周期的操作点(POP)解析のサブタスクとしてPre-POP過渡解析が追加されました。Pre-
POP過渡解析が有効化されると、POP解析で最初に実⾏されるサブタスクとなります。Pre-POP過渡解析は、指

定された停⽌時間か、特定のトリガーゲートの論理出⼒が0から1への遷移を認識した場合のいずれかに達し

た時点で停⽌します。Pre-POP過渡解析が終了した後、 次に「POP起動前のNサイクル」のシミュレーション

が実⾏され、その後にコアPOPプロセスが⾏われます。Pre-POP過渡解析は 多数のエネルギー貯蔵素⼦や

逐次論理回路の⼤規模な初期化を必要とする複雑なシステムに有効であり、コアPOPプロセスは、シス
テムが合理的な開始点に落ち着いた後にのみ開始されます。

さらに、Pre-POP過渡解析が有効の場合、POP解析は「最⼤周期」の⾃動リセットをサポートします パラメ
ータは、POPトリガーがPre-POP過渡解析中に観測したスイッチング期間に基づいています。 

すべてのバージョンで提供 

関連項⽬
バージョン9.40のリリースノート

LISNの最新情報 

SIMPLIS LISNデバイスは、CISPR16.1規格で定義されたEMI検出器と同様なノイズ測定を⾏うことができま

す。さらに 以前利⽤可能だった全伝導EMI電圧波形のFFTに対して、ユーザーはピークや準ピーク、および/

または平均EMI測定値も表⽰できるようになりました。シミュレーション終了後に計算され、LISNの全伝導

EMI電圧波形をEMI検出器に通した場合と同様の結果を示すこれらの曲線は、FFTと同じグラフ上に重ねて表

示されるので、さまざまなEMI規格で定義されているノイズ制限と容易に比較できます。 

。 

すべてのバージョンで提供 

https://www.simetrix.co.uk/whatsnew/9.4/release-notes.html



